
渡川流域を対象としたタイムライン検討会の次年度以降の活動について

検討会は次年度以降も継続して実施する

検討会は、次年度以降も継続して実施し、残された課題の解決に向けての検討、タイムライン運用上の問題点の洗い
出し、各機関の防災行動項目・時期等についての改善・改良を図る。

1

今年度に残された課題を解決していく

【広域避難に関する課題】
・浸水しない高台等にある避難場所の選定、収容人数の確保
・暴風や豪雨を避けて、安全な時間帯に避難するための避難時期、トリガー
・バスや鉄道を利用した避難者の移送手段
・避難行動要支援者の移送場所、移送手段 等

【流入規制に関する課題】
・流入規制を開始するタイミング
・流入規制を実施する場所 等

タイムライン運用上の問題点を洗い出す

・次年度から実施するタイムラインの運用について、運用体制やタイムラインの時刻設定に問題がないか
・各機関の防災行動項目・実施時期に問題がないか
・チェックリスト等の整理により、H28に発生する実洪水を振り返り 等

タイムラインから派生する事前防災行動を検討する

・広域避難に関する住民への周知方法、理解促進方法、行政間の情報伝達訓練、住民の避難訓練
・関係機関施設や避難所等の耐水化
・各機関の情報共有ツール 等
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